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安達弘展氏のご報告
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• 国内都市間交通需要の重要部分を占める 出張交通へ
のコロナ禍の影響に着目

• 企業へのヒアリング(N=42)
→決定構造の想定

• 出張者へのWebアンケート調査(N=4700)
→興味深い仮説を統計的に確認

• 新しい論点

– 出張者のオンラインへの慣れ

– 出張訪問先の意向の影響

– そもそも必要性の低かった出張の存在

– オンラインに置き換えされにくい「業務」の存在



安達弘展氏のご報告（結論）
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理解できる結果が得られている（定量的な結果は確認できず）



安達弘展氏のご報告（結論）
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分析スタンスの疑問と提案
• 需要量の変化を2つの部分に分解すべき

– 同一需要関数上のコスト上昇（心理的コスト含め）
• コストが戻れば，可逆的に戻るはず
• 緊急事態宣言・Gotoもコストの変化策として理解可能
• 他の目的の移動とも共通的に分析していく？

– 需要関数の変化（業務の必要性，意味の変化）
• 不可逆性が強く，これをうまく把握できるかが重要
• 出張者レベルの判断ではない部分が大きい

• 「ミクロ分析：方法論的個人主義」の限界
– 「Web会議に慣れない」人は，Web会議に馴染まない
ような業務を担当している人かもしれない

– 業務の「質」の違いをどう捉えるのか？
– マクロ視点からの分析による補完への期待
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都市間出張行動把握のための
「モバイル空間統計」からの集計

• 居住地域（都道府県）別分布統計データ

– 全国500mメッシュ(133万個)ごとの1時間ごとの滞在人口

– 居住地域（都道府県）別の滞在人口がわかる

– 旅行目的はわからない

– 他地域で契約した居住者を含む（4月など）

• 都道府県別に滞在者数を集計

2019.1-2022.3「居住地滞在地表」を作成

– 平日（火水木曜日）：昼間(10-15時)の平均滞在数（各月）

– 土休日：昼間・早朝（0-5時)の平均滞在数（各月）

– 日曜・休日：早朝（0-5時)の平均滞在数（各月）
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他県滞在は第1波で減少し若干回復
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首都圏外居住者の東京都滞在 首都圏外居住者の東京都滞在(2019年同月比)

中京圏外居住者の愛知県滞在 中京圏外居住者の愛知県滞在(2019年同月比)



他県滞在は第1波で減少し若干回復
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近畿圏外居住者の大阪府滞在 近畿圏外居住者の大阪府滞在(2019年同月比)

県外居住者の中枢都市県（北海道宮城広島福岡）滞在 中枢都市県（北海道宮城広島福岡）県外居住者滞在(2019年同月比)



平日昼間滞在数の推移
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首都圏・近畿圏・中京圏への圏外からの滞在は大きく減少し，
戻りも遅く，数回にわたり減少している．2021年度秋から回復

中枢県（札仙広福）・地方県への他県からの滞在は
減少が遅く回復も大きいが，2021年度から減少加速



平日昼間滞在数（21年1-3月/19年)
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三大都市圏・遠隔地相互の
滞在は減少
（京都・兵庫着は若干多い）

三大都市圏内は活発
地方ブロック内は活発

2019年における滞在数
が100未満の組み合わ
せは非表示

13東京発

27大阪発

40福岡発

23愛知発



平日昼間滞在数（22年1-3月/19年)
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三大都市圏・遠隔地相互
の滞在は減少
（大都市圏発は若干多い）

三大都市圏内は戻る

地方ブロック内は減少
（宮城・福岡着は残る）

2019年における滞在数
が100未満の組み合わ
せは非表示

13東京発

27大阪発

40福岡発

23愛知発



平日昼間滞在数の分布(各年1-3月)
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首都圏内の通勤(2021から減少）

中京圏近畿圏内の通勤
(変化なし）

比較的大きな流動
2021年に大きく減少後
2022年は少し戻る

比較的小さな流動
2021年に大きく減少後
2022年もさらに減少



平日昼間滞在数の分布(各年1-3月)
東京都，大阪府，愛知県の滞在数
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2021年に
大きく減少後
2022年は
同じか少し戻る

2021年に減少し，
2022年も同じ

2021年に減少後
2022年もさらに減少

2021年に減少後
2022年もさらに減少

2021年に減少し
2022年も同じ



土休日昼間滞在数の推移
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首都圏・近畿圏・中京圏への
圏外からの滞在は大きく減少したが，2021年秋からは回復してきている

中枢県（札仙広福）・地方県の県外からの滞在は
減少が小さかったが，2021年から減少幅が拡大



土休日昼間滞在数の分布(各年1-3月)
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首都圏中京圏近畿圏内の移動
通勤を含む(2021から若干減少）

比較的大きな流動
2021年に大きく減少後
2022年は少し戻る

比較的小さな流動
2021年に大きく減少後
2022年もさらに減少



土休日昼間滞在数の分布(各年1-3月)
東京都，大阪府，愛知県の滞在数
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2021年に
大きく減少後
2022年は
同じか少し戻る

2021年に減少し，
2022年も同じ

2021年に減少後
2022年もさらに減少

2021年に減少し
2022年も同じ



日曜早朝(0-5時)滞在数の推移
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首都圏・近畿圏
・中京圏への圏外からの滞在は大きく減少し，最近は回復

中枢県（札仙広福）・地方県への県外からの滞在は
減少開始が2021年春からと遅かった



日曜早朝滞在数の分布(各年1-3月)
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首都圏中京圏近畿圏内の滞在
(2021年から若干減少）

比較的大きな流動
2021年に大きく減少後
2022年は少し戻る

比較的小さな流動
2021年に大きく減少後
2022年もさらに大きく減少



日曜早朝滞在数の分布(各年1-3月)
東京都，大阪府，愛知県の滞在数
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2021年に
大きく減少後
2022年は
同じか少し戻る 2021年に減少し

2022年も同じ 2021年に減少し
2022年も同じ

2021年に減少後
2022年もさらに減少



純流動調査(2015)の仕事目的比率
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北陸，和歌山，山陰，徳島，沖縄など，
着・発ともに仕事比率が小さい県がある．

平日仕事目的比率

山
口
着

東京発

東
京
着

東京発着，山口着は仕事比率大きい．

国土交通省幹線旅客純流動調査



平日仕事目的比率とコロナ禍の影響
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平日の仕事目的比率（純流動調査2015） 平日の仕事目的比率（純流動調査2015）

2021年1ー3月平日昼間滞在（2019年比） 2022年1ー3月平日昼間滞在（2019年比）

仕事比率が大きければ，コロナ禍の影響が弱く滞在が減らない，わけではない



休日仕事目的比率とコロナ禍の影響
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休日の仕事目的比率（純流動調査2015） 休日の仕事目的比率（純流動調査2015）

2021年1ー3月平日昼間滞在（2019年比） 2022年1ー3月平日昼間滞在（2019年比）

休日の仕事比率が大きいほどコロナ禍の影響で滞在が大きく減る傾向にある！



仕事目的比率と平休日比の関係
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仕事目的構成比が大きい地域間において，
休日に対する平日のトリップが多い（平休日比が大きい）とは限らない



平休日比(2015)とコロナ禍の影響
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平休日比が大きいほど，コロナ禍の影響を受けにくいわけではない

2021年1ー3月平日昼間滞在（2019年比） 2022年1ー3月平日昼間滞在（2019年比）

平休日比（純流動調査2015） 平休日比（純流動調査2015）



平休日比(2019)とコロナ禍の影響
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平休日比が大きいほど，コロナ禍の影響でトリップ減少が顕著である

平休日比（モバイル統計2019） 平休日比（モバイル統計2019）

2021年1ー3月平日昼間滞在（2019年比） 2022年1ー3月平日昼間滞在（2019年比）



以上のデータからわかること
暗黙に持ちがちな「都市内交通からの類推」
• 仕事目的＝平日に多い＝必需： コロナ影響弱
• 他目的 ＝休日に多い＝不要不急：コロナ影響強
は，都市間交通の世界では成立していない

コロナ禍で仕事目的の移動が選別・縮小された．多分戻らない
• （休日）仕事目的率が大きい目的地への移動が減少し戻っていない
• コロナ禍に対応した減少までのタイミングが異なる．

– 2020年中に長距離の大都市関連が減少，2021年秋から若干回復
– 2021年後半から中枢都市県，地方県関連が遅れて減少
– 中枢都市県へのトリップは回復したが地方県関係は減少が加速

• 地方県→東京という長距離の業務上のフローは
地方県→中枢都市，中枢都市→東京 に置換えられたのでは？

仕事目的（出張）の中身のさらなる分析が不可欠
→安達報告（ミクロ分析）の重要性，補完的な研究への期待！
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まとめ：今後の論点
• 仕事目的＝必需＝コロナ影響弱 は成立しない

– 仕事目的（出張）こそ選別・整理が進みつつある

• 出張（移動）でなければ難しい内容とは？
– 現地・現場を見る，次のビジネスチャンスの発見
– 新しい人間関係の構築
– 「仕事半分・観光半分」だったものこそ重要かも？
（休日仕事目的率が大きい目的地は大きく減少した）

– 観光地としての魅力向上施策が出張にも有効？

• 出張目的地の行動変容との関係分析
– テレワークが進む本社に各支社から集めないはず

• 業務体制のゆっくりの変更を追跡し続ける必要
– マクロ面，ミクロ面双方のモニタリング
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